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IV 福岡空港の空港能力の
評価と見極め

　空港能力とはその空港が航空機や旅客を処理する能力を指すと考えられますが、必ずしも明確に定義

されていた用語ではありません。従来、わが国においては空港能力を代表する値として、主に一定時間に

滑走路が処理可能な離着陸回数である「滑走路処理容量」が用いられてきましたが、このとらえ方は、空港

を整備する者の側から見た能力の評価であるため、利用者の立場からは分かりにくいといったことが指

摘されています。

　このため、前回のＰＩレポート（ステップ１）では、空港能力の理解の手助けのため、利用者の視点から見

たとき空港能力がどのように表されるのかを検討し、滑走路処理容量の他に空港能力を示す４つの航空サー

ビス指標を設定しました。

　ここでは、福岡空港の需要予測結果から各指標値を算出し、空港能力の評価を行います。なお各指標名

については、今回の需要予測結果を用いた評価に際し、各指標の示す意味に合わせた見直しをしています。

III章 将来の航空需要の予測

V章 おわりに

空港能力の評価 P210

将来の航空サービス指標の算出 P211

将来の空港能力の評価 P212
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2.　将来の航空サービス指標の算出1.　空港能力の評価
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将来の航空サービス指標算出の前提条件空港能力の評価の考え方
　将来の空港能力評価において前提とする滑走路処理容量は、前回のＰＩレポート（ステップ１）で算出した１時間値「32(33)回／時」、１

日値「398(409)回／日」、年間値「14.5(14.9)万回／年」とします。
※(　)書きは現空港の有効活用方策として東側平行誘導路の二重化を実施した場合の滑走路処理容量。
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滑走路処理容量の基本的な考え方

１時間あたりの滑走路処理容量

資料）「PIレポート(ステップ1)詳細版」

■空港能力を評価する指標

空港能力

補完的に説明
供給者視点

滑走路処理容量

利用者視点

航空サービス指標

供給者：空港管理者や航空会社 利用者：航空利用者

※滑走路処理容量とはある単位時間当たりの航空機の発着回数の上限値として算出されるものです。

　供給者の視点に立った指標（滑走路処理容量）に加え、利用者の視点に立った指標（航空サービス指標）も併せて空港能力を評価し

ます。

■時間帯別発着回数
　時間当たりの滑走路処理容量は、滑走路の使用方向、出発機
と到着機の割合、大型機の混入率等により変動します。ここでは、
日々の定期便が安定して運航できるよう、幅広い条件に対応
する数値として、32回／時を代表値としました。
　1日当たりの滑走路処理容量は、朝夕のピーク時は32回／時、
その間は遅延が発生しない程度の使用状況を想定して26回
／時（ピーク時能力の8割程度）、早朝および深夜は現状程度
の使用状況を想定し、398回／日としました。
　年間の滑走路処理容量は、1日当たりの処理容量を365倍し
て14.5万回と算出しました。
　なお、上記の前提のもとでは、実際の発着可能回数はこれよ
り多いことも少ないこともあります。

シミュレーション結果：1時間当たりの滑走路処理容量は、滑走路運用方向、離着陸割合に応じて23回～39回／時

運航状況：離着陸している航空機の94％が定期便

滑走路運用方向によらず安定的に処理する必要がある

離着陸割合のばらつきによらず安定的に処理する必要がある
特に混雑時間帯である9～12時及び17～20時

滑走路処理容量の小さい34運用を考慮

離着陸割合の67％までのばらつきを
考慮

代表値＝32回／時

１日あたりの滑走路処理容量の計算方法
①朝（9時台－11時台）、夕（17時台－19時台）のピーク時間帯6時間全てで32回を1時間の値とします。

②12時台－16時台の5時間は、1時間値上限値32回の約8割にあたる26回を1時間の値とします。

③早朝の2時間（7時台、8時台）の2時間と、夜（20時台、21時台）の2時間は、現状の回数を1時間の値とします。

①32×6＝192　②26×5＝130　③15＋24＋23＋14＝76　①＋②＋③＝398

福岡空港の利用者の利便性を損なうことなく、設定できる現実的な1日の滑走路処理容量の上限値は、398回と考えます。

1日あたりの滑走路処理容量　398回

1日あたりの処理容量が398回であることから、

年間の処理容量＝398回×365日＝145，270回　

したがって、年間の滑走路処理容量は約14.5万回と考えられます。

年間の滑走路処理容量

年間の滑走路処理容量　14.5万回

指標

滑走路処理容量

評価対象 具体的な評価方法航空機の運用し
づらさを対象

利用者が感じる
不便益を対象

年間の滑走路処理回数
の余力

将来の予測年次における潜在的な発着回数を
示し、年間の滑走路処理容量に対して、余裕があ
るか又は超過するかどうかを示します。

ピーク時間帯※１におけ
る発着回数の余力

ピーク時間帯の発
着回数の余力

将来の予測年次において、朝夕のピーク時間帯
6時間に何便増便できるかを発着回数の余力と
して示します。

①1日1便の新規路線開
設の余力
②日帰り可能な1日2便
の新規路線開設の余力

新規路線開設の余
力

将来の予測年次において、①1日の中で1日1便
の新規路線が開設出来る余力を路線数で示しま
す。②朝夕のピーク時間帯6時間の中で日帰り
可能な1日2便の新規路線が開設出来る余力を
路線数で示します

離着陸の遅延が起こり
やすい状態（混雑時間）
となっている時間数

離着陸の混雑する
時間

将来の予測年次において、航空機の離着陸時の
遅延が起こりやすい状態（混雑時間）が１日の中
で何時間発生しているかを示します。

羽田路線における希望
便の予約の取りづらさ

予約の取りづらさ
将来の予測年次において、羽田路線における月
別で2番目に利用者が多い11月を対象とした
予約の取りづらさを示します。
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※１：朝9～11時、夕17～19時の時間帯
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